
競   技   注   意   事   項 

 

☆支部別の競技はすべて５支部→６支部の順で行います。ご注意ください。 

 

１．本大会は、2024年度日本陸上競技連盟規則に準じ、当大会要項基準に則して行われます。 

２．レーン（コース）および試技順序は、予選・準決勝・決勝とも主催者側で決定します。なお、フィールドの試

技順は、プログラム記載の左上より下へという順序で行います。 

３．選手の招集（コール）は、次のように行われます。 

① 代理人による招集は認めません。なお、他種目を兼ねて出場する者で、招集時間に間に合わないような場合

は、その事情を事前に競技者係および必要な審判員に申し出てください。出場を棄権する場合には、本人ある

いは代理の者が競技者係に必ず申し出てください。 

②  選手招集場所（コールを受ける所・競技者係の所）は、100mのスタート付近です。招集に遅れた場合には、

競技への参加はできないので、十分に注意してください。また現地でも最終確認があります。 

③招集の時間は次のとおりです。 

☆ 招集……競技開始４０分前に競技者係の所に集合し、ビブスの確認を受けてください。この招集は競技開始 

30分前に完了とします。完了時間を過ぎた者は、競技に出場することはできません。 

☆  リレー…オーダー（出場者申告）の提出は、競技の行われる当日、大会日程に記載してある時間を締切りと

します。 

４．アスリートビブスは胸・背部の両面に確実につけてください。跳躍の選手は片面のみでも構いません。 

５．リレー競技に参加するチームは必ず全員同一色のユニホームを着用してください。 

６．持参した投てき器具等使用する場合は、事前に検査を受けて使用許可を受けてなければなりません。 

７．走高跳のバーの上げ方は次のようになります。 

男 子  （1.40） 1.45  1.50  1.55  1.60  1.65  1.70  1.75  1.80 （以降3㎝刻みで） 

女 子  （1.15） 1.20  1.25  1.30  1.35  1.40  1.45  （以降3㎝刻みで） 

８．競技の進行上、長距離種目には打ち切りタイム（女子3000ｍ－15分、１年男子3000ｍ－12分、男子5000

ｍ－20 分）を設定します。打ち切り時には審判長の判断で合図をしますので、すみやかにレースを中止し

てください。 

９．2・3年生走幅跳・共通三段跳の試技数は基本３回とします。１年生種目についてはトップ８を決定し、４回目

以降の試技を実施します。 

10．すべての種目で、それぞれ 8 位までに入賞した選手には賞状を授与します。学年共通種目は支部別に 8 名ずつ

を表彰します。1年生種目で上位8位までの選手は、都１年生大会への出場権を得ます。申込は大会１日目の午前

11時00分から開始し、2日目15時00分に終了する予定です。申し込みは大会本部にて行います。各校の１年生

種目終了後に申し込みください。また時間厳守でお願いします。 

また入賞者で、都大会出場を棄権する選手は競技終了後すみやかに申し出てください。棄権があった場合には、

繰り上げて9位以下の者に出場権を与えることになります。顧問はいつでも連絡がつく状態でいてください。連

絡がつかない場合は、次順位の選手に都大会出場権が移る場合があります。 

11．都選抜大会の申込は、Webに加え申込日に大会用紙の提出と参加費の払い込みを行ってください。 

12. トラック種目はすべてサイドビブスが必要ですので、各校で用意しておいてください。 

3000ｍ・5000ｍについてはアスリートビブスの貸出はしません。ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに出ますスタートリストのレーン番（ﾌ゚

ﾛｸ゙ ﾗﾑORD）で胸・背部とも各校で作成してください。 

13．1年男子砲丸投の重さは5.0㎏で行います。三段跳の踏切板から砂場までの距離は男子11ｍ、女子8ｍとなって 

います。 

14. 1年ＡＤカードは陸上競技専門部から各支部長を経由し、各校顧問宛に送られています。送られたＡＤカードは指

示に従って作成し、大会会場にいる間は必ず見えるようにしておいてください。撮影をする場合は必ずＡＤカード

が見えるように付けてください。付けていない場合はお声がけをさせていただきます。 


